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二
〇
一
六
年
八
月
二
七
日
、
台
湾
の
洪
建
全
教
育
文
化
基
金
會
敏
隆
講

堂
に
お
い
て
、
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
の
主
催
で
、
『
宮
澤
賢
治
及
其

文
學
』
學
術
研
討
會
が
開
催
さ
れ
た
。
学
会
の
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
し

て
顧
錦
芬
・
陳
瀅
如
・
賴
怡
真
他
『
宮
澤
賢
治
及
其
文
學
學
術
研
討
會
論

文
集
』（
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

学
会
で
は
、
研
究
者
に
よ
る
発
表
が
五
本
（
顧
錦
芬
氏
、
陳
瀅
如
氏
、
賴
怡
真

氏
、
馮
世
綱
氏
、
徐
忠
佑
氏
）
、
教
育
関
係
者
に
よ
る
発
表
が
二
本
（
黄
郁
文
氏
、

傳
林
統
氏
）
、
詩
人
に
よ
る
発
表
が
一
本
（
銀
色
快
手
氏
）
、
中
国
語
で
行
わ

れ
た
。
発
表
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
多
用
さ
れ
、
前
述
し
た
プ
ロ
シ
ー

デ
ィ
ン
グ
も
配
布
さ
れ
た
た
め
、
海
外
の
研
究
者
に
も
理
解
し
や
す
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
は
児
童
文
学
一
般
を
研
究
対
象

と
す
る
学
会
で
あ
り
、
今
回
の
テ
ー
マ
が
宮
沢
賢
治
だ
っ
た
た
め
、
中
国

語
以
外
に
も
日
本
語
や
英
語
で
学
術
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
二
〇
一
六
年
は
、
宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
―
一
九
三
三
年
）
の
生
誕
一

二
〇
年
に
あ
た
り
、
同
じ
時
期
に
、
日
本
の
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
生
誕
一
二
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
第
四
回
国

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ヴ
ュ
ー

中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
『
宮
澤

賢
治
及
其
文
學
』
學
術
研
討
會

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

際
研
究
大
会
（
於
・
な
は
ん
プ
ラ
ザ
、
グ
ラ
ン
シ
ェ
ー
ル
花
巻
、
二
〇
一
六
年
八
月

二
七
―
二
九
日
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
国
際
研
究
大
会
に
お
い
て
、

大
須
賀
匠
氏
（
東
京
農
業
大
学
大
学
院
）
の
発
表
「
被
災
地
の
今
・
陸
前
高

田
よ
り
報
告
」（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
佐
藤
竜
一
氏
（
宮
沢
賢
治
学
会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ

セ
ン
タ
ー
理
事
）
、
栗
原
敦
氏
（
実
践
女
子
大
学
教
授
）
）
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
、
日
本
で
は
宮
沢
賢
治
の
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」（
生
前
未
発
表
）
は

東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
）
か
ら
の
復
興
と
の
関
連
で
評
価

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
台
湾
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
プ
ロ
シ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
年
（2016

）
為
日
本
「
國
民
作
家
」
、
也
是
童
話
名
家
的
宮
澤
賢

治
誕
辰

120

週
年
、
他
是
日
本
家
喩
戸
暁
的
童
話
大
家
、2011

年

日
本
發
生311

福
島
核
災
、
宮
澤
賢
治
的
一
首
〈
不
要
輸
給
風
雨
〉

適
時
撫
慰
成
千
上
萬
核
災
災
民
破
脺
的
心
靈
。（
邱
各
客
「
縁
起
」
五
頁
）

（
今
年
（
二
〇
一
六
年
）
は
日
本
の
「
国
民
作
家
」
で
童
話
の
名

手
で
あ
っ
た
宮
沢
賢
治
の
生
誕
一
二
〇
周
年
に
あ
た
る
。
宮
沢
賢

治
は
日
本
に
お
け
る
童
話
の
大
家
で
、
二
〇
一
一
年
に
日
本
で
発

生
し
た
三
・
一
一
福
島
原
発
事
故
の
際
に
は
、
賢
治
の
詩
「
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
」
は
多
く
の
原
発
被
災
者
の
心
を
慰
め
て
き
た
。
）

近
年
、
賢
治
の
詩
集
の
翻
訳
『
詩
集

宮
澤
賢
治

―
不
要
輸
給
風
雨
』

(

顧
錦
芬
訳
、
商
周
、
二
〇
一
五
年
一
二
月)

が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
誕

一
二
〇
年
、
震
災
、
詩
集
の
出
版
と
の
関
連
で
、
台
湾
で
宮
沢
賢
治
に
関

す
る
学
会
を
開
催
す
る
の
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
と
で
あ
っ
た
。



近
年
、
日
本
の
宮
沢
賢
治
研
究
に
お
い
て
は
、
海
外
に
お
け
る
賢
治
研

究
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
前
述
し
た
第
四
回
国
際
研
究
大

会
に
お
い
て
も
、
日
本
だ
け
で
な
く
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
イ

ラ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ
た
海
外
の
研
究
者
が
発
表

を
行
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
岩
手
大
学
宮
澤
賢
治
セ
ン
タ
ー
編
『
賢
治
学
』

第
三
輯
（
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
に
お
い
て
特
集
「
越
境
す
る

賢
治
」
が
組
ま
れ
、
黃
毓
倫
「
台
湾
に
お
け
る
賢
治
文
学
の
受
容
と
今
後

の
可
能
性
に
つ
い
て
」
な
ど
、
海
外
で
の
研
究
や
受
容
に
関
す
る
論
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
で
宮
沢
賢
治
に
関
す
る
学
会
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
研
究
史
的
に
意
義
深
い
こ
と
だ
ろ
う
。

次
に
、
今
回
行
わ
れ
た
研
究
発
表
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
最
初
の

発
表
は
、
顧
錦
芬
氏
（
淡
江
大
學
副
教
授
）
に
よ
る
「
宮
澤
賢
治
文
學
之
旅
」

（
宮
沢
賢
治
文
学
の
旅
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
表
で
は
、
最
初
に
宮
沢
賢
治

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
台
湾
の
賢
治
研
究

で
は
童
話
の
研
究
が
中
心
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
今
回
の
学

会
も
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
が
主
催
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
宮
沢
賢

治
が
児
童
文
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま

た
、
賢
治
の
詩
に
哲
学
や
科
学
の
専
門
用
語
や
方
言
が
含
ま
れ
て
お
り
、

翻
訳
し
難
い
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
た
め
、
詩
の
研
究
は
あ
ま
り
な
さ

れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
童
話
が
研
究
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
述
し
た
よ
う
に
二
〇
一
五
年
に
顧
氏
に
よ
る
翻
訳
で
『
詩
集

宮
澤
賢

治

―
不
要
輸
給
風
雨
』
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
詩
の
研
究
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

賴
怡
真
氏
（
九
州
大
学
特
別
研
究
員
）
は
、
発
表
「
宮
澤
賢
治
〈
種
山
之

原
〉
與
夏
目
漱
石
《
夢
十
夜
》

―
「
楢
木
」
、
「
篝
火
」
與
民
俗
學
的
受

容
」（
宮
沢
賢
治
「
種
山
ヶ
原
」
と
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』

―
「
楢
の
木
」、「
篝
火
」、

民
俗
学
の
受
容
）
を
行
っ
た
。
こ
の
発
表
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
「
種
山
ヶ
原
」

（
生
前
未
発
表
）
と
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
―
一
九
一
六
年
）
の
『
夢
十
夜
』（『
朝

日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
七
月
二
五
日
―
八
月
五
日
）
を
論
じ
る
こ
と
で
、
両
作
家

の
民
俗
学
受
容
が
同
時
代
言
説
を
調
査
す
る
こ
と
で
比
較
さ
れ
て
い
た
。

賢
治
と
漱
石
は
と
も
に
キ
ャ
ノ
ン
の
作
家
だ
が
、
両
者
を
比
較
す
る
先
行

研
究
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
発
表
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。

「
楢
の
木
」
や
「
篝
火
」
と
い
っ
た
キ
ー
・
ワ
ー
ド
か
ら
本
文
を
丁
寧
に

読
み
、
同
時
代
言
説
を
細
か
く
調
査
し
て
い
る
点
で
、
他
の
研
究
者
や
大

学
院
生
た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
に
、
陳
瀅
如
氏
（
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
理
事
）
の
発
表
「
從
《
要
求

特
別
多
的
餐
廳
》
之
繪
本
化
看
見
「
異
本
作
業
」
」（
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

の
絵
本
に
見
る
「
異
本
作
業
」
）
で
は
、
日
本
と
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
『
注
文

の
多
い
料
理
店
』（
杜
陵
出
版
部
、
東
京
光
原
社
、
一
九
二
四
年
一
二
月
）
の
絵
本

が
比
較
さ
れ
て
い
た
。
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
収
録
さ
れ
た
論
文
で
は
、

論
文
の
最
後
に
、
日
本
と
台
湾
で
出
版
さ
れ
た
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

の
一
覧
表
が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
資
料
的
な
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、

黃
郁
文
氏
（
元
小
学
校
校
長
）
は
、
植
民
地
時
代
に
小
学
校
で
宮
沢
賢
治
に

つ
い
て
教
え
ら
れ
た
経
験
を
語
っ
て
お
り
、
当
時
の
教
育
を
考
え
る
際
に

示
唆
に
富
ん
で
い
た
。

最
後
に
、
今
回
の
発
表
タ
イ
ト
ル
と
発
表
者
名
を
列
挙
し
て
い
る
。

【
『
宮
澤
賢
治
及
其
文
學
』
學
術
研
討
會
】



○
主
催

中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會

○
共
催

國
立
台
湾
文
學
館
、
台
北
市
文
化
局

【
開
幕
式
】

○
邱
各
容
（
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
理
事
長
）
「
理
事
長
致
詞
」（
理
事
長
挨
拶
）

○
蕭
淑
貞
（
台
湾
文
学
館
）
、
李
麗
珠
（
台
北
市
文
化
局
副
局
長
）
「
来
賓
致
詞
」

（
来
賓
挨
拶
）

○
新
生
國
小
弦
樂
校
友
隊
「
大
提
琴
四
重
奏
」（
チ
ェ
ロ
四
重
奏
）

【
基
調
講
演
（
一
）
】

①
顧
錦
芬
（
淡
交
大
學
）
「
宮
澤
賢
治
文
學
之
旅
」(

宮
沢
賢
治
文
学
の
旅
）

【
論
文
発
表
（
一
）
】（
司
会
・
総
合
問
答

洪
文
瓊
（
國
立
台
南
大
學
））

②
黃
郁
文
（
元
小
学
校
校
長
）
「
閒
談
童
年
時
接
受
的
詩
歌
教
育
及
宮
澤
賢

治
的
傳
記
」（
「
幼
少
期
に
受
け
た
詩
歌
教
育
と
宮
沢
賢
治
の
伝
記
」）

③
陳
瀅
如
（
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
理
事
）
「
從
《
要
求
特
別
多
的
餐
廳
》

之
繪
本
化
看
見
「
異
本
作
業
」
」（『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の
絵
本
に
見
る
「
異

本
作
業
」）

④
銀
色
快
手
（
詩
人
）
「
幸
福
必
須
植
根
於
生
活
的
土
壤
裡

―
淺
論
童
話

詩
人
宮
澤
賢
治
」
（
生
活
の
土
壌
に
根
差
し
た
幸
せ
と
は

―
童
話
詩
人
、
宮
沢

賢
治
を
論
じ
る
）

【
基
調
講
演(

二
）
】

⑤
傅
林
統
（
元
小
学
校
校
長
）「
宮
澤
賢
治
迷
悟
之
間
的
思
想
軌
跡
探
尋
」（
宮

沢
賢
治
の
「
迷
い
」
の
思
想
の
軌
跡
の
探
求
に
つ
い
て
）

【
論
文
発
表
（
二
）
】（
司
会
・
総
合
問
答

游
珮
芸
（
國
立
台
東
大
學
））

⑥
賴
怡
真
（
九
州
大
学
特
別
研
究
者
）
「
宮
澤
賢
治
〈
種
山
之
原
〉
與
夏
目
漱

石
《
夢
十
夜
》

―
「
楢
木
」
、
「
篝
火
」
與
民
俗
學
的
受
容
」（
宮
沢
賢

治
「
種
山
ヶ
原
」
と
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』

―
「
楢
の
木
」
、
「
篝
火
」
、
民
俗
学
の

受
容
）

⑦
馮
世
綱
（
高
雄
師
範
大
學
博
士
二
年
）
「
宮
澤
賢
治
思
想
對
於
日
本
文
學
的

影
響

―
以
《
吞
食
上
弦
月
的
獅
子
》
為
探
討
對
象
」（
日
本
文
学
に
お

け
る
宮
沢
賢
治
思
想
の
受
容
に
つ
い
て

―
『
上
弦
の
月
を
喰
べ
る
獅
子
』
を
例
に

し
て
）

⑧
徐
忠
佑
（
静
宜
大
學
修
士
三
年
）
「
《
銀
河
鐵
道
之
夜
》

―
宮
澤
賢
治
所

追
求
的
「
真
正
的
幸
福
」
」（
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

―
宮
沢
賢
治
が
求
め
た
「
ほ

ん
と
う
の
幸
」
と
は
）

【
総
合
座
談
会
】

○
周
姚
萍
（
作
家
）
、
劉
宗
銘
（
漫
画
家
）
、
銀
色
快
手
（
詩
人
）
、
陳
正
治
（
画

家
）

【
閉
幕
式
】

○
邱
各
容
（
中
華
民
國
兒
童
文
學
學
會
理
事
長
）

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
、

国
立
台
湾
大
学
大
学
院
文
学
院
外
国
語
文
学
研
究
所
博
士
課
程
交
換
留
学
生
）


